
自動車保管場所証明申請書の記載例
詳細は【記載要領】

をご確認ください。



使用承諾証明書又は駐車場の賃貸借契約書の写しなどを添付してください。

※申請者の住所地と本拠の位置が異なる場合

　使用の本拠の位置であることを確認書面するため、電気・ガス等公共料金の領収書、

　消印のある郵便物等、居住地又は営業実態が確認できる資料の提出を求めることがあります。

①　車名

⑤　自動車の使用の本拠の位置

⑥　自動車の保管場所の位置

⑦　保管場所標章番号

⑩　申請者

⑪　保管場所の所有区分

【配置図】

保管場所、その周囲の建物、道路を記載してください。また、保管場所の平面の寸法

（幅、長さ等）、道路の幅員を記載してください。

【使用権限疎明資料】

保管場所が申請者本人の土地又は建物の場合は自認書、他人の土地又は建物を使用する場合は

申請内容の確認等のため、警察署から連絡をする場合がありますので、

申請について対応される方の氏名、電話番号を記載してください。

【所在図】

使用の本拠の位置、保管場所の位置とその付近の道路や目標となる地物を記載してください。

また、使用の本拠の位置から保管場所の位置までの直線距離を記入してください。

登記簿又は印鑑登録証明書に記載されている所在地・法人名を記載し、

法人の代表者名を併記してください。

「自己単独」は保管場所が申請者本人の所有の場合、「他人」は保管場所が申請者本人以外の所有の場合、

「共有」は申請者及び申請者以外が共同で所有している場合で該当するものに〇を付けてください。

申請の自動車に既にナンバーがある場合にその番号を記載してください。
⑬　連絡先

添付書類

自動車保管場所証明申請書記入要領

トヨタ、ニッサン、ホンダ、スバル等を記載してください。

（クラウンやセレナは通称名ですので、記載しないでください。）

自動車の型式を記載してください。

自動車の車台番号を記載してください。

自動車の長さ、幅、高さを記載してください。

自動車の運行の用に供する拠点として使用し、自動車の使用を管理する場所を記載してください。

個人の場合は住所又は居所、法人の場合は営業所等の所在地を記載してください。

駐車場等自動車を保管する場所の所在地を住居表示で記載してください。

なお、保管場所は使用の本拠の位置から２㎞以内に確保しなければなりません。

自動車の使用の本拠の位置と保管場所を変更せずに、自動車を買い換えるような場合に

旧自動車の保管場所標章番号を記載してください。

保管場所を管轄する警察署名を記載してください。

申請書を提出する日を記載してください。⑨　申請年月日

⑫　現在の自動車登録番号

自動車の保有者の郵便番号・住所・氏名・電話番号を記載してください。

【個人の場合】

住民票又は印鑑登録証明書の住所・氏名を記載してください。

【法人の場合】

⑧　申請先

③　車台番号

④　自動車の大きさ

記入方法・注意事項等項目

②　型式


